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　授業は、ＳＮＳをテーマに、その危険性について３つの観点から動画を交えて説明がなされました。
　まず、情報を公開する時に気を付けるべきこととして、家族で旅行に出かける動画を公開したことによって自
宅が特定され空き巣の被害にあった事例が紹介され、知らないうちに個人情報が悪用されてしまうことを学び
ました。
　次に、同じ年頃の女子とゲームを通じて知り合い、出会う約束をした結果、怖い人たちが待ち構えていてお
金を盗られた事例動画により、知らない人とのやりとりに潜むリスクについて説明を受けました。インターネット
上の名前、年齢や顔は本当とは限らず、相手の目的や人物も分からないので、知らない人からのメッセージ
には返事をせずに家族に相談することが大切との説明がありました。
　さらに、相談に乗ってくれる優しい人であると思い、会いに行って誘拐されてしまった人もいるという近年の事
件の説明もありました。
　最後にライン・メールは文字だけでのやりとりのため、人によって言葉の受け取り方が異なり本当の気持ちが
伝わりにくい点について説明がありました。具体例として、「相談に乗ってほしいことあるんだけど・・」のメールに
対する「友達じゃない」という返事をどう思いますかとの質問があり、子どもたちは「あなたは友達ではない」と否
定的に受け止める意見と「言うまでもなく友達やんか」の肯定的な返事だとする両面の意見に分かれました。
文字だけによるやりとりでは、意思が正しく伝わるように気を付けなければならないことを理解しました。
　結びに、「使うときのルール作りを家の人と決める」「人を傷つけたり迷惑を掛ける道具にしない」「困ったとき
には先生や家の人に相談する」の３点を守って安心・安全に使ってくださいとのメッセージで講義が終了しまし
た。
　２名の児童が代表して講師へのお礼と「中学生になったら今日のお話を忘れずにスマホを使います」「メール
など送るときには自分の気持ちが誤って伝わらないように気を付けて、工夫します」との感想が述べられ授業を
終了しました。

■質問はだいたい正解できましたが、なぜそうなのかについて説明してもらえたので詳しく知ることができまし
　た。
■知らないでいると怖い目にあったり、家族に心配をかけたりすることがわかりました。
■楽しく使うために家族と約束しなければならないので、相談してルールを決めたいと思いました。

■子どもたちの実態に合っていた内容で、お話を聞く態度からも自分のこととして受け止めることができた
　様子が見られました。
■家族とスマホを使うときのルールを話し合った子どももいたとの報告を受けました。真剣に向き合うきっか
　けにもなったと思います。

■児童のほとんどがスマホやタブレットで、インターネットを使ってゲームや動画視聴を経験し、ＳＮＳについ
　ても具体的なアプリを知っていて関心が高いことがわかりました。
■質問に対して積極的に答えてくれ、意欲的に学んでいる様子が感じられました。
■終了後に「わかりやすかったです」という感想を直接聞くことができ、有意義な授業になったのではないか
　と思いました。

スマホの安全な使い方
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